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今年も桜の開花が早く、３月下旬に満開を迎えました。本校では４月７日

に入学式を行い、新入生とともに新たな希望を胸に令和５（2023）年度をス

タートいたしました。

本校創立以来の教育の基本精神「至誠」（人を欺かず、また己を欺かず、自

己の良心を尊び、その善と信じることは必ず実行することに努力し、かつ人

の悪口を言わず、また自己の善を吹聴せざること）を、生徒一人一人にあら

ゆる場面で意識させ、取り組ませることで、基本精神に則り行動できる人材

の育成を目指したいと考えております。教職員一同、生徒一人一人の個性や

人格を大切にし、常に生徒を中心に置いた教育の実現に邁進してまいります。

これからも真岡高等学校の情報を、この「白布ヶ丘だより」を通じて、保

護者や地域の皆様にお届けして参りますので、引き続き、本校への御協力と

御支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

ご入学おめでとうございます。
白布ヶ丘にようこそ！

─２１７名（全日制198､定時制１9）
の新入生を迎える─

４月７日(金)、佐藤務同窓会会長、鈴木定男定時

制後援会長、大足篤志全日制ＰＴＡ会長、髙橋三高

定時制ＰＴＡ会長の御臨席のもと、令和５（2023）

年度全日制・定時制合同入学式が挙行されました。

式は、まず、荒井博文校長より217名の新入生に

対して入学許可がなされました。式辞の中で、荒井

校長は新入生に対して歓迎の言葉を贈るとともに、

校訓の『至誠』を人間形成における理念であるとし

て紹介し、この基本精神の下、「部活動や学校行事

にも積極的に取り組み、学校が目指す『文武両道』

を体現して欲しい」と激励しました。また、世界規

模の課題とともに身近な地域の課題も抱えるこれか

らの時代に対して、「幅広い豊富な知識を持ち、身

の回りの出来事にも敏感になり、問題を見極める力

を持ち、場に応じた考えと、行動のとれる人になっ

てほしい。」と述べました。そしてそれには、「チー

ムを組んで解決に当たること」「仲間同士のコミュ

ニケーションを図ること」など、調和を図る力も必

要であるとして、学校行事や部活動等で、「仲間ど

うしで協力し合いながら、ともに考え、ともに悩み、

一つの目標に向かい一緒になって努力する経験を通

してその力を身につける」ように諭しました。

佐藤務同窓会長は、今年で創立１２４年になる伝

統ある真岡高校の同窓会として、新入生の高校生活

が充実したものとなるよう支援していきたいと述べ

られました。また、野澤一郎先輩、大塚実先輩の功

績に触れられ、新入生諸君も将来有為な人材となっ

てほしいと激励されました。

大足篤志ＰＴＡ会長からは、日頃からいろんな事

に関心を持ち、「将来を見つめる幅広い視野」を心

がけてほしい、これまでの当たり前が通用しない今

後の世界には「柔軟な発想と行動力、バランス感覚、

チャレンジ精神を身につけていくことが必要であ

る」との激励の言葉と、保護者へのお祝いの言葉、

ＰＴＡ活動への協力依頼の言葉をいただきました。

その後、新入生を代表して小林諭史君が、「私達

は真高生としての自覚と誇りを持ち、いかなる困難

にも立ち向かう精神で自己実現のために日々たゆま

ぬ努力を続けていくことを誓います」と力強く宣誓

しました。

離任式・始業式・対面式・新任式

４月１０日（月）に離任式、１学期始業式、対面

式が３年ぶりで全校生徒が一堂に会して行われまし

＜至誠の碑＞

〈 新入生：全日制198名 定時制19名 〉



た。離任式では、ご退職・転出された先生方に対し、

生徒会長がこれまでの愛情あふれる熱心なご指導に

感謝申し上げました。続いて１学期始業式が行われ、

始業式では荒井校長から、『啐啄同時』という禅の
そつたく

言葉のように、「自分が成長するには自分が行動を

起こすと同時に、周りが必要な知識、体験を与える」

という絶妙なタイミングがある、受け身、指示待ち

でなく、よく自分で考え充実した一年となるよう努

めてほしいという式辞がありました。対面式も、３

年ぶりに２、３年生と１年が対面して実施しました。

新入生の代表生徒：松本怜君と生徒会長：ホセイン

・マイムン君がお互いに挨拶を交わしました。

また、４月１１日（火）には今年度新たにお迎え

した先生方の新任式が行われました。

離任される先生方

◎転出された先生方 （ ）内は転出先

磯貝 厚 地歴公民 （石橋高）

吉柴 豪直 理科（ご退職 再任用宇都宮東高）

大久保裕子 音楽 （宇都宮東高）

阿部 幹 数学 （小山北桜高）

◎新たにお迎えした先生方 （ ）内は前任校

石川 明範 地歴公民（宇都宮清陵高校）

峯 敬冶 理科 （小山高校）

梅原 愛子 音楽 （小山西高校）

川﨑 隆美 英語 （上三川高校）

遠藤 寿紀 数学 （新卒）

１年生と２・３年生が対面

STEAM教育の推進

今年も、本校はSTEAM教育(文理にとらわれず課題

を探究する）のモデル校となりました。昨年度は、

「真岡高校生のための特別講座」（12/23）や「４校

合同講座」（2/25、於宇都宮北高）の活動内容が、

下野新聞で紹介されました。今年度は、１、２年生

の「総合的な探究の時間」（１年「探究基礎」、２年

「テーマ研究」）において、STEAM教育の視点を取り

入れながら、探究学習をよりブラシュアップして実

施していく予定です。

大学入試合格者・国公立８９名
一橋大１名、東北大８名

筑波大４名、宇都宮大１９名、
医学部医学科４名

令和５年度の大学入試においても、生徒たちの健

闘が光りました。 ※過年度卒を含む延べ人数

＜国公立大学＞ ８９名
一橋(1)、北見工(1)、 北大(2)、 東北(8)､

宮城教育(1)、秋田(2)､ 山形(3)､ 福島(6)､

茨城(5)、 筑波(4)､ 宇都宮(19)､ 群馬(1)

埼玉(6)、 千葉(3)､ 電気通信(1)、東京外(1)、

東京芸術(1)、東京農工(1)､ 新潟(3)､富山(1)､

金沢(3)、信州(2)、静岡(1)､ 山口(1)､ 琉球(1)

青森公立(1)､秋田県立(3)、高崎経(2)、

東京都立(2)、新潟県立(1)、三条市立(1)、

金沢美術工芸(1)

＜私立大学＞ ４４０名
獨協医(医1)、埼玉医大(医1)、早稲田(7)､

慶應義塾(5)､東京理科(15)､明治(11)、中央(18)､

青山学院(2)､法政(10)､立教(4)、日本(25)､

千葉工（47)､国際医療福祉(7)、白鷗(56)

帝京(10 医1含）、川﨑医(医1)、他

５月行事予定

１日（月） 上着無し登校許可

第１回教育相談アンケート

身体計測（4/24～5/10）

２日（火） スクールカウンセラー来校

１２日（金） 奉仕活動（３年）応援練習（１年）

SDGsワークショップ（２年）

全統記述模試（３年）

１３日（土） 全統記述模試（３年） 土曜開放

サタデーセミナー（１、２年）

１８日（木） スクールカウンセラー来校

２０日（土） 土曜開放

２２日 (月) 中間試験はみ出し

２３日（火） 中間試験（～２５日）

２５日（木） 春季生徒会リーダー研修会

防火防災訓練

２６日（金） PTA第２回理事会 SNS講話（１年）

生徒立会演説会・選挙

進研共通テスト模試（３年）

２７日（土） 進研共通テスト模試（３年）

土曜開放

２９日（月） 教育実習開始（～6/16）

３０日（火） 第61回校内体育大

６月１日（木）第２回校内模試（３年～6/2）

第１回学力テスト（１・２年）


